
（別紙３）

○事業所名 児童多機能型支援ＮＥＳＴ

○保護者評価実施期間
令和7年　3月　8日 ～ 令和7年　3月　25日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 27名 （回答者数） 13名

○従業者評価実施期間
令和7年　3月　22日 ～ 令和7年　3月　28日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 7名 （回答者数） 6名

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　3月　28日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

運動やスポーツを中心とした集団療育を行い、運動機能
や身体動作の向上だけでなくSST（ソーシャルスキルト
レーニング）の向上を図っている。

スポーツや運動が得意なスタッフを採用し、運動に特化し
たプログラムの提供に取り組んでいる。

スポーツや運動の現場に足を運んだり、SNSなどを通じて
遊びながら楽しめる内容の考案。

2

学校休業日は工作や調理プログラムの他、野外活動にも
出掛けている。

安全第一にみんなで取り組め、参加できること。
なるべく同じ場所には出かけないようにしている。移動時
間は60分前後としている。

子ども達の特性に合わせて活動できるように、スタッフの
配置の強化。

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者様同士の交流する機会を設けられいない。 イベント事の開催。充分な職員の配置。 採用を強化する事。
イベントを開催するのであればイベント会社にも協力いた
だくなどの必要がある。

2

保護者様への災害時の対応やマニュアルの周知が出来
ないない。

閲覧できるのがHPがメインとなっている点。 紙での配布が必要。
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